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研究成果の概要（和文）：モンゴル国に現存する世界文化遺産エルデニゾー僧院の保存・保護に

向けて，基礎研究と現地における本調査を行った結果，①エルデニゾー僧院およびモンゴル帝

国の首都カラコルムの歴史を解明する新たな文字資料 2 点を発見，②エルデニゾー立地点にお

ける 8 世紀～20 世紀までの考古学的文化層について基礎データを収集，③モンゴル国政府に向

けて，エルデニゾー寺院の研究と保存保護に関する 6 項目からなる「提言書」を提出などの成

果を得た。 
 
研究成果の概要（英文）： 
A joint Japanese-Mongolian project has been comprehensively surveying and reseraching 
the Monastery Erdene-Zuu, UNESCO’s World cultural heritage site, from the restration of 
the past to the preservation for the future.  As a result, 1) we discovered one inscription of 
the 14th century and one ink-wrinting of the 16th century, 2) we found a 1 meter deep 
garbage hole in the south west part of the monastery, and also found multi-sutatum from 
8th to 2oth centuries. 
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１．研究開始当初の背景 
 エルデニゾー僧院の外壁下にモンゴル帝

国・元朝期の城壁が見つかっており，今のエ

ルデニゾー僧院は，カラコルムにあったなん

らかの宮殿の跡に建造されたことが確実に

なっている。しかし本格的な発掘は未だなさ

れていない。一帯には，突厥，ウイグル，モ

ンゴル帝国時代の諸城址があり，それらが一

括してユネスコの世界文化遺産に登録され

たため，トルコ（突厥時代の遺跡），ドイツ
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（ウイグル時代及びモンゴル帝国時代の遺

跡），中国（ウイグル時代の墳墓）などが国

家プロジェクトのレベルで考古学的発掘を

行っている。しかし，エルデニゾー僧院は現 
在も活動中の宗教施設であるため，大規模な

発掘プロジェクトの対象とされず，基礎的研

究もなされていなかった。 
 
２．研究の目的 
 歴史遺産としてのエルデニゾー僧院の保

存・保護に向けて，＜過去の復元＞，＜現在

の利用＞，＜未来への保存＞という 3 つの観

点から，歴史学研究者をはじめとする各分野

の専門研究者が学際的共同研究を行い，研究

の基盤を整備し，その文化的価値を世界に知

らしめる。 
 
３．研究の方法 
 エルデニゾー僧院の過去について総合的

な学術的基盤をまず形成し（過去の歴史的復

元），それを未来へうまく残すために（未来

への保存），現在の利用状況を点検する（現

在の利用）。毎年度，3 回の国内研究会（う

ち１回はモンゴルから研究者招聘）とモンゴ

ルにおける調査を行い，最終年度の平成 23 
年度はモンゴルにおける国際シンポジウム

の開催とその成果刊行（論文集一冊と，一般

向けモンゴル語・英語によるもの一冊）をそ

れぞれ行う。 
 
４．研究成果 
 初年度（2009年度）は「過去の復元」にお

いて著しい成果を挙げることができた。2009
年 9月，現地調査にて，エルデニゾー僧院お

よびモンゴル帝国の首都カラコルムの歴史

を解明する新たな文字資料 2 点を発見した。

1 点は 1347 年にカラコルムで建碑された漢

文・モンゴル文による「勅賜興元閣碑」の一

断片で，カラコルムに仏教寺院「興元閣」が

建てられたことを証明する重要な史料であ

る。もう 1点はエルデニゾー内にある「ゴル

バンゾー」寺の主殿の棟木に書かれた漢文と

モンゴル文による墨書で，エルデニゾーの建

立が明の万暦 14 年イヌの年，すなわち 1586
年に開始され，翌年竣工したことを示す生の

史料である。 
 2010年度の現地本調査は，１）アルタン・

ソボラガ仏塔の 2 面の摩耗碑文（モンゴル

語・チベット語）のレーザー光による解読 

２）エルデニゾー内のゴルバンゾー寺の保存

修復状況の調査と提言 ３）ゴルバンゾー寺

の計測と，その起源をめぐる建築史的研究 

４）ゴルバンゾー内のガンザイ壁画の模写作

成と研究 ５）エルデニゾー院内の考古学的

発掘調査による成立過程の研究，以上の項目

について行われた結果，１）については 16
世紀末に建立されたこの寺院が 18 世紀にい

かに発展していたかが解明されること，２）

本寺院は 2004年に世界遺産に指定された後，

現在に至るまでの保護・保存において問題が

検出されていること，３）従来，エルデニゾ

ー僧院は内モンゴルの寺院をモデルに設計

されたと考えられていたが，今回の比較研究

により，そうではないことが判明したこと，

４）守護神に供物を捧げる様を描いた仏教的

ガンザイ壁画をチベットのものと比較する

ことにより，モンゴル的要素を抽出できると

判明したこと，５）エルデニゾー立地点にお

ける 8世紀～20世紀までの考古学的文化層に

ついて基礎データを収集したこと。以上の成

果を得た。 
 2011年度の現地本調査は，６）ゴルバンゾ

ー内のガンザイ壁画の年代比定 ７）ゴルバ

ンゾー寺およびの計測と，その起源をめぐる

建築史的研究 ８）エルデニゾー博物館収蔵

遺物のデジタル・アーカイブ化の研究，以上

の項目について行われた結果，６）について

は C14分析により，19世紀中葉成立との結果

を得，７）14世紀に大都（現在の北京）に建

立された寺院との類似性を有すること，８）

エルデニゾー博物館に所蔵されるチベット

語文献は，現地だけでなく，モンゴル各地か

ら将来されたものであること，以上の成果を

得た。また，9月 17・18日の二日間、日本の

無償援助によってハラホリンに建造され、

2011年 6月に開館したばかりの「カラコルム

博物館」会議室で国際学術会議「エルデニゾ

ー──過去・現在・未来──」が、国際交流基

金知的交流会議助成を得て開催され，2 本の

基調講演と 15本の報告が行なわれ，最後に，

モンゴル国政府に向けて，エルデニゾー寺院

の研究と保存保護に関する 6 項目からなる

「提言書」が全会一致で採択された。英文に

よる会議の報告論文集（The International 
Conference on “Erdene Zuu: Past, Present and 
Future,” September 2011, Ulaanbaatar, 200pp.）

が国際会議日程に合わせて刊行され，さらに，

そのモンゴル語版が学術雑誌  Орхоны 
х�ндийн �в （『オルホン渓谷遺産』）の創刊号

に収録され，2012年3月に刊行された。また，

モンゴル語で出版されている基礎的研究書

であるハタンバータル・ナイガル（共著）『エ

ルデニゾー史』の日本語訳を刊行した。 
 以上の研究成果の達成度は，研究目的のう

ち＜過去の復元＞については，エルデニゾー

立地点における8世紀～20世紀までの考古学

的文化層について基礎データを収集でき，＜

現在の利用状況の確認＞については聞き取

り調査の蓄積と，観光資源としての位置づけ

を明らかにすることができ，＜未来への保存

方法の検討＞については，現況と問題点・課

題を明らかにした上で，モンゴル国政府に向

けて，エルデニゾー寺院の研究と保存保護に

関する 6 項目からなる「提言書」を提出する



 

 

ことができたため，当初の計画以上に進展し

ていると言える。また，今後の展望としては，

本研究課題は，ユネスコの世界文化遺産に登

録されている当該地域において，遺跡の保存

保護に関する実効的提案を含んだ地域密着

型の現地調査を展開し，現地で国際会議を開

催し，その成果を英語だけでなくモンゴル語

でも刊行することにより研究成果の地域還

元をはかることができたため，その学術的貢

献及び地域貢献の点でモンゴル側より高く

評価され，その継続を強く要請されている。

それゆえ，今後，第 2段階として，新たに判

明した当該地域の 8世紀～現在までの重層的

文化層のうち，新出土遺物が豊富であり，か

つ代表者が専門とする 13～17 世紀の文化層

に焦点を絞り，新発現仏教遺物と文献記述と

の整合性の探求という歴史学的研究基軸を

打ち立て，今までの研究を中断なく継続・発

展させることにより，新たな北アジア仏教史，

ひいては 13～17 世紀の北アジア史の再構築

を目指す。 
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